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平成 20年度秋季企画展

主催：大阪府立弥生文化博物館　後援：和泉市、和泉市教育委員会、
泉大津市、泉大津市教育委員会、朝日新聞社

平成 20年 11月 1日（土）―12月 21日（日）

大阪府立弥生文化博物館
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大阪府立弥生文化博物館
大阪府和泉市池上町４丁目 8-27　TEL.0725-46-2162 　 http://www.kanku-city.or.jp/yayoi/
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開館時間　午前９時 30分～午後５時［入館は午後４時 30分まで］

休 館 日　毎週月曜日［ただし11月３日（月祝）・24日（月休）は開館し、11月 4日（火）・25日（火）休館］

入 館 料　一般 400 円、65歳以上・高大生 300 円
　　　　　　　※ 中学生以下、障害者手帳をお持ちのかたとその介助者１名は無料
　　　　　　　※ 20 名様以上の団体は２割引
　　　　　　　※ 11月15日（土）16日（日）は「関西文化の日」のため入館無料

ギャラリートーク［作家による展示解説］
日時：11月23日（日）午後２時～／ 12月７日（日）午後２時～

場所：特別展示室

　「パート・ド・ヴェール」は、数あるガラス成形技法の中でも最古の技法のひとつで、
原型を耐火石膏で型取りし、そこに丹念に文様を彫って色ガラスを塗りこんだ後、ガ
ラスの粉末を詰めて焼きあげ、研磨して仕上げます。紀元前13世紀頃にはすでにメソ
ポタミア地方で使用されていたようですが、「吹きガラス」技法の発明とともに衰退し
ました。永く幻の技法とされてきたこの技法が再興されたのは19世紀末、アール・ヌー
ボーの時代のヨーロッパでのことです。
　日本であまりなじみのなかったその技法に魅せられた石田亘・征希両氏は、二十余
年の歳月をかけ、和の情緒や品格といった日本の伝統美を意識しつつ、染織図案家と
して培った色彩感覚を活かして「和のパート・ド・ヴェール」を完成させました。そん
な両親を見て育った知史氏は、海外美術を研究したことから日本工芸のすばらしさを
知り、両親の跡を継ぐことを心に決めました。以来、親子は、同士でもありよきライ
バルでもあります。
　「白」は究極の色であるとし、白を基調に繊細な美を表現する亘氏。やわらかくあた
たかで、上品な砂糖菓子のような作品を作り出す征希氏。伝統と現代性の融合を意識
させる知史氏。これまでの受賞作から最新作まで、三者三様のそれぞれ個性あふれる
作品をご覧いただき、静かな中にも煌めく美の世界を感じていただきたいと思います。

静かなる煌めき
石田 亘・征希・知史　パート・ド・ヴェール作品展
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表：（上から）蓋物  華Ⅰ／蓋物  松籟／蓋物  華しずく［亘作］　裏：（右上）蓋物  トルコ幻想部分［征希作］（左上段）筥  菊一文字［亘作］（左中段）筥  星ふる野［征希作］（左下段）線刻文鉢  黎明［知史作］　撮影：大道雪代

石田　亘（いしだわたる）
日本工芸会正会員　京都工芸美術作家協会会員
1992 年　日本伝統工芸近畿展初入選（以後、連続入選）
1995 年　日本伝統工芸展初入選
　　　　　（ ’ 96，’ 99，’ 00，’ 03，’ 04，’ 05，’ 07，’ 08 入選）
1996 年　日本伝統工芸近畿展　日本工芸会賞受賞
1998 年　日本伝統工芸近畿展　大阪府教育委員会賞受賞
2000 年　日本伝統工芸展　日本工芸会奨励賞受賞
2003 年　日本伝統工芸 50周年記念「わざの美」出展
2005 年　日本伝統工芸近畿展鑑査委員
2007 年　大英博物館
　　　　　　「CRAFTING BEAUTY IN MODARN JAPAN」出展

石田征希（いしだ　せき）
日本工芸会正会員　京都工芸美術作家協会会員
1992 年　日本伝統工芸近畿展初入選（以後、連続入選）
1993 年　日本伝統工芸展初入選
　　　　　（ ’ 99，’ 00，’ 01，’ 03，’ 04，’ 05，’ 06，’ 07，’ 08 入選）
2000 年　日本伝統工芸近畿展　京都新聞社賞受賞
2007 年　日本伝統工芸近畿展　日本工芸会賞受賞

石田知史（いしださとし）
日本工芸会正会員
1998 年　日本伝統工芸展初入選（以後 ’ 01 を除き入選）
1999 年　日本伝統工芸近畿展初入選（以後、連続入選）
2001 年　日本伝統工芸第七部会展　朝日新聞社賞受賞
2003 年　日本伝統工芸近畿展　新人奨励賞受賞
2003 年　日本伝統工芸展　朝日新聞社賞受賞
2005 年　日本伝統工芸近畿展　京都府教育委員会教育長賞受賞
2006 年　京都府文化賞奨励賞受賞
2006 年　日本伝統工芸展　日本工芸会総裁賞受賞
2007 年　京都府美術工芸新鋭選抜展　工芸部門　最優秀賞受賞

JR 阪和線「信太山」駅下車
西へ約 600m

南海本線「松ノ浜」駅下車
東へ約 1,500m

国道 26号線
　「池上町」交差点南西角
Ｐ普通車 72台（無料）
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